
香取市の維持向上すべき歴史的風致
計画期間
平成31年度(2019)～平成40年度(2028)

１．佐原の町並みと山車行事に見る
歴史的風致

２．伊能忠敬（ちゅうけいさん）に見る
歴史的風致

３．小見川の町並みと祇園祭に見る
歴史的風致

４．香取神宮信仰と式年神幸祭に
見る歴史的風致

面積 262.35㎢
人口 76,905人（平成31年1月1日現在）
成立 平成18年（2006）3月27日

旧佐原市・旧小見川町・旧山田町
及び旧栗源町の1市3町が合併

５．側高神社のひげなで祭に見る
歴史的風致

６．山倉大神の鮭祭りに見る歴史的
風致

７．十二座神楽に見る歴史的風致

８．獅子神楽・獅子舞に見る歴史的
風致

 

香取市は千葉県北東部に位置し、北部には利
と

根
ね

川
がわ

が西から東へ貫流している。利根川沿いや南部の栗
くり

山
やま

川
がわ

沿いには水田、台地上には畑地が広がり、農業が盛んである。 

古代より香
か

取
とり

神
じん

宮
ぐう

が鎮座し、厚い信仰を集めてきた。近世には利根川東遷を受けて、舟運
しゅううん

で佐
さ

原
わら

の商業が発展し、伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

などの文化人を輩出した。その繁栄を佐原の町並

みや山
だ

車
し

行事として今に伝えている。また、小
お

見
み

川
がわ

では藩が成立して舟運で独自の町並みを形成し、市内各所の神社では伝統的な行事や神楽の奉納が行われるなど、歴史的な

町並みと建造物、そして地域の伝統に根ざした祭礼行事などと相まって、香取市固有の歴史的風致を形成している。 

 

歴史的景観を残す佐
さ

原
わら

の町並みで行われる佐
さ

原
わら

の山
だ

車
し

行
ぎょう

事
じ

 （7月祇
ぎ

園
おん

祭
さい

、10月諏
す

訪
わ

祭
さい

）で、

大人形等を載せた山車

が曳き廻される。 

 

日本で初めて実測によ

る日本地図を作成した

伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

の顕彰活動

（墓前祭・銅像建立・没

後記念祭等）が、佐原

では今なお行われる。 

 

小見川
お み が わ

の町並みで行わ

れる祇
ぎ

園
おん

祭
さい

（７月中旬）

で、鎮守須
す

賀
が

神社の氏子

町内 6台の屋台が賑や

かに曳き廻される。 

 

下総
し も う さ

国
のくに

の一宮
いちのみや

といわれ

古くより尊崇を集める香
か

取
と り

神
じん

宮
ぐ う

では、御田植え祭

などの年中祭典・神事の

他、12年に一度式年神
じん

幸
こ う

祭
さい

が行われる。 

 

側
そば

高
たか

神社で 1月上旬に

行われる当番引継ぎ行

事で、現当番が新当番

へさらに酒を勧める際

に髭をなでる姿がユー

モラスである。 

 

山倉
やまくら

大神
だいじん

で 12月初めに

行われる鮭の奉納行事

で、栗
く り

山川
やまがわ

を遡上した鮭を

奉納したことに始まる。初
はつ

卯
う

祭
さい

とも言われる。 

 

各所の神社で奉納される

十
じゅう

二
に

座
ざ

神
かぐ

楽
ら

。猿
さる

田
た

彦
ひこの

命
みこと

に始まり、素
す

戔
さの

嗚
おの

命
みこと

で終

わる 12の演目が神楽殿

で奉納され、見物人で大

いに賑わう。 

 

各所の神社の祭礼で奉

納される獅
し

子
し

神
かぐ

楽
ら

・獅
し

子
し

舞
まい

で、二人立ちの獅子

神楽と一人立ちの三
さん

匹
びき

獅
じ

子
し

舞
まい

がある。 

香取市の歴史的風致

●国指定等
●県指定



【市内全域における事業】
(ウ)伝統的な祭礼・行事の継承と記録に関する事業
⑫小見川の町並み調査事業
⑬写真・映像資料調査事業
⑭香取市里神楽事業

(エ)歴史文化資産の調査と情報発信に関する事業
⑯文化財看板設置・修理事業
⑰佐原・学習パンフレット・ガイドマップ
配布事業
⑱香取市文化財地図作成・発信事業
⑲いぶき市民カレッジ事業
⑳日本遺産活用事業

香取市の重点区域における施策・事業概要
重点区域の名称と面積
名称：佐原・香取地区 面積約621ha

重点区域を対象とした事業 重点区域を対象とした事業（佐原地区）

（ア）①三菱銀行佐原支店旧本館
保存修理事業

（ア）②香取市佐原伝統的建造物群
保存地区保存整備事業

（イ）①電線地中化事業
（ウ）①第一次山車保存整備事業

②山車実測調査事業
③山車蔵調査事業

重
点
区
域
で
の
主
な
事
業

(ア)歴史的建造物や歴史的町並みの
保存と活用に関する事業
③歴史的風致形成建造物等調査事業

 

歴史的な景観を残す

佐
さ

原
わら

の町並みで、際

立った存在感を放つ

煉瓦造の三
みつ

菱
びし

銀
ぎん

行
こ う

佐
さ

原
わら

支
し

店
てん

旧
きゅう

本
ほん

館
かん

（県指

定文化財）の耐震補

強及び復元を含めた

保存修理を進め、より

一層の活用を図る。 

 

佐原
さ わ ら

の町並みの中心

部である小
お

野
の

川
がわ

沿い

や香
か

取
と り

街
かい

道
どう

沿いにて

景観を阻害し、佐原の

山車の運行に支障を

きたしている電線の地

中化進めることで、歴

史的風致の維持向上

を図る。 

 

重要無形民俗文化財

である佐
さ

原
わら

の山
だ

車
し

行
ぎょう

事
じ

を構成する山車の保

存修理を随時行うとと

もに、基礎資料となる

実測調査や山車蔵の

調査を進め、伝統的な

祭礼の継承に努める。 

 

重要伝統的建造物群

保存地区の選定を受

けた香取市佐原地区

の町並みを形成してい

る歴史的建造物の保

存・整備を進めること

で、歴史的な景観の維

持及び向上を図る。 


